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1 はじめに  

日本経済は回復傾向の兆しをみせているも  

のの、企業の倒産件数は増加の一途をたどっ  

ている。 このような状況において、企業の倒  

産予測のニーズはますます高まっている。企  

業の倒産予測吏デルの多くは、正規性の仮定  

の下で判別関数を導入したり、各企業毎に確  

率過程を導入するものである。しかし、本研  

究では、データマイニング的発想の下で、線  

形計画法・非線形計画法を利用した倒産判別  

モデルを提案する。超平面、または超楕円面  

を用いて、企業を「存続」、「倒産」という▲2つ  

のグループに分割しようとするものである。  

面となる。しかし、岬般にこのような超平面  

が存在するとは限らない。   

超平面別こ対して、α㌻u＜7となる企業  

Aiは存続企業にもかかわらず、倒産企業と  

判別されるものである。また、む㌻ぴ＞7に  

対する企業βJは倒産企業であるにもかかわ  

らず、存続企業と判別されたものである。   

このような誤った企業の判別を最小化する  

ために、以下のような問題を考える。  
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Mangasarianらの論文【1】によると、乳が  

んに関する多次元検査データを「良性」、「悪  

性」という2つのグループに分割する超平面  

が存在して、その判別率は95％を超えるとい  

う。569人の乳がんの患者を対象に、各患者  

毎に30項目のデータを利用したものである。  

■今、一4i（盲＝1，．‥m）を存続企業、βJ（～＝  

1，・‥た）を倒産企琴とし、αi∈月mを▲4iの  

財務データベクトル、むJ∈月nをβJの財務  

データベクトルとする。この時、■超平面ガ：  

†霊巨〟r∬＝7）が存在し、  

αrで〃≧7（五＝1，…m）  

わ「w≦7（g＝1，‥丑）  

が存在するならば、この時超平面ガは、存  

続企業群と倒産企業群を完全に分割する超平  

肌は∬をどれだけずられせばαiが存続企  

業群に入るか、また勾はどれだけずらせば♭‘  

が倒産企業群に入るかを示す畳である。（図  

1参照）  

○ ◎‥倒産企業  

図1：超平面による分割  

ここで、制約式の右辺に十1ヤー1などを加  

えるのは、－〃モ7＝0という望ましくない解  

を除くためである。  ，大学院社会理工学研究科  
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4．総資本事業利益率（ROA）（％）＝（営業利   

益＋受取利息・配当金）／使用総資本   

（期首期末平均）×100   

5・インスタント・ガバレッジ（倍）＝（営 

業利益＋受取利息丁配当金）／支払利  

息・割引料   

6．経常収支比率（％）＝（営業収入＋営業外   

収益）／（営業支出＋営業外費用）×100   

また、対象となる存続企業は、東証1部上  

場会社のうちデ「タが得られた788社で、98  

年度の財務諸表を用いた。倒産企業は、1992  

年度以降に倒産した企業めうちデ⊥タが得ら  

れた25杜である。倒産した直前年度の財務  
諸表を用いた。バブル崩壊後はゼロ金利政策  

などを見ても、日本の経済はそれほど変わら  

でいないと考えることができるからである。  

3 2次曲面によるモデル   

存続、倒産企業を2次曲面で判別すること  

を考える。対称行列β、1次係数ベクトルc  

に対して、超楕円面  

∬T上）ェ＋c㌔＝7   

を定義し、以下の線形計画問題を定義する。  
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5 SDPの導入   

超平面及び2次曲面の定式化を用いて計算  

機実験を行った。その結果、超平面の場合に  

は、判別率が87％であるのに対し、2次曲面  

の場合には、100％の判別が可能となること  

が分かった。また、βの対角成分が負の値を  

とる場合があった。そこで、判別曲面が超楕  

円面となるよう、βが非負定値行列であると  

いう条件を追加し、この問題をSDPとして  

扱うことを考えている。この結果は当日発表  

する。  

◎  ○：存続企業  

図2：超楕円面による分割  
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4 用いた指標と財務データ   

本研究に用いた指標は、日本格付投資情報  

センター（R＆Ⅰ）社のホームページ（HP）上に  

載っていた「格付け上麓要祝する財務指標」  

の6指標である。   

1・キャッシュフロー（百万11）＝当期利  

益＋減価償却費一配当金・役員黄与   

2．有利子負債キャッシュフロー倍率  

（倍）＝有利子負痕／キャッシュフロー  

3・自己資本比率（％）＝自己資本／使用総   

資本（期首期末平均）’◆■×100  
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